
三
三

（
解
題
）

　

こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』（
以
下
、『
巡
礼
記
』
と
略
称
す
る
）
は
、
三
重
県
菰
野
町
の
横
山
家
に
所

蔵
さ
れ
る
江
戸
後
期
写
本
一
冊
で
、
楮
紙
袋
綴
全
十
二
丁
、
縦
一
二
．
二
糎
、
横
一
七
．
〇
糎
の
横
帖
仕
立
で
あ
る
。

　

本
書
は
本
学
現
代
国
際
学
部
准
教
授
で
あ
る
横
山
陽
二
氏
が
、
二
〇
一
七
年
春
に
菰
野
町
の
生
家
の
土
蔵
よ
り
発
見
し
た
多
数
の
古
文
書

の
入
っ
た
箱
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
右
上
に
「
楽
胥
堂
」（
陽
刻
印
）、
左
下
に
「
太
平
幸
民
」（
陽
刻
印
）・「
維
中
」（
陰
刻

印
）
が
あ
り
、
同
じ
く
左
下
に
「
楽
胥
堂
横
山
氏
」
と
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
江
戸
中
後
期
の
同
家
横
山
維い
ち
ゅ
う中

の
手
沢
本
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
書
の
内
容
は
、「
伊
勢
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
と
す
る
部
分
（
全
六
丁
）
と
、「
伊
勢
島
巡
覧
記 

参
宮
名
所
図
会
よ
り
抄
出
す
」
と
す
る

部
分
（
全
六
丁
）
の
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
、
前
者
の
奥
書
に
は
「
右
者
鈴
鹿
郡
阿
野
田
村
豊
田
氏
順
礼
の
記
録
を
以
文
化
十
三
年
九
月
書

写
之
」
と
あ
り
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）
九
月
に
阿
野
田
（
現
亀
山
市
）
の
豊
田
氏
の
「
順
礼
の
記
録
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

鵜
　
飼
　
尚
　
代
　
　
湯
　
谷
　
祐
　
三
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三
四

と
が
わ
か
り
、
そ
の
書
写
者
に
つ
い
て
は
、
他
の
横
山
家
所
蔵
資
料
の
維
中
の
筆
跡
と
比
較
し
て
同
一
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

『
巡
礼
記
』
も
ま
た
維
中
の
自
筆
書
写
本
と
考
え
ら
れ
る
。

　

横
山
維
中
は
、
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
嘉
吉
・
周
吉
と
い
い
、
号
を
維
中
・
是
閑
と
称
し
た
。
当
時
横
山
家
は
村

の
庄
屋
を
つ
と
め
、
菰
野
藩
に
も
仕
え
て
い
た
。
維
中
は
長
じ
て
藩
儒
竜
崎
致
斎
よ
り
経
史
を
学
ぶ
一
方
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
な
ど

の
日
本
の
歴
史
書
に
も
目
を
通
し
、
古
墳
等
の
実
地
調
査
も
行
っ
た
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
父
三
楽
が
逝
去
す
る
と
維
中
は
家
を
継

い
で
徒
目
付
役
と
な
る
が
、
維
中
は
藩
務
の
か
た
わ
ら
郷
土
研
究
に
も
精
励
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
陵
の
考
証
や
、
伊
勢
・
伊
賀
・
志
摩
の
地

方
誌
で
あ
る
藤
堂
元
甫
の
『
三
国
地
誌
』
の
研
究
な
ど
も
行
い
、
い
く
つ
か
の
著
作
を
残
し
て
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
七
月
二
十
三
日
に

八
十
一
歳
で
逝
去
し
た
。
よ
っ
て
、『
巡
礼
記
』
は
横
山
維
中
が
七
十
歳
の
時
の
書
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、「
維
中
」
は
現
在
「
惟
中
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
本
書
表
紙
の
印
章
並
び
に
『
三
国
地
誌
』
朝
明
郡
の
巻
表
紙
の
自
筆

書
名
は
「
維
中
」
と
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
ま
た
印
章
「
楽
胥
堂
」
の
「
楽ら
く
し
ょ胥

」
と
は
「
た
の
し
み
よ
ろ
こ
ぶ
」
と
い
う
意
味

で
、『
詩
経
』
小
雅
・
桑
扈
の
「
君
子
楽
胥
、
受
天
之
祜
」（
君
子
が
た
の
し
み
よ
ろ
こ
べ
ば
、
天
の
幸
い
を
受
け
る
）
に
由
来
す
る
言
葉
で

あ
る
。

　

次
に
本
書
の
内
容
に
移
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
本
書
は
「
伊
勢
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
と
「
伊
勢
島
巡
覧
記
」
の
二
つ
の
部
分
よ
り
な
る

が
、
後
者
は
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
寛
政
九
年
刊
）
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
か
ら
、
本
稿
で
は
前
者
「
伊
勢
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
の
内
容

を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
「
伊
勢
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
と
は
、
伊
勢
地
方
に
所
在
す
る
観
音
菩
薩
の
三
十
三
の
霊
場
を
巡
礼

す
る
と
い
う
も
の
で
、
著
名
な
「
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
巡
礼
地
は
大
き
く

伊
勢
神
宮
付
近
か
ら
多
度
大
社
へ
と
並
ん
で
お
り（
三
国
峠
を
越
え
れ
ば
多
賀
大
社
に
も
つ
な
が
る
）、
伊
勢
神
宮
参
詣
後
の
帰
途
、
こ
れ
ら

の
観
音
霊
場
寺
院
を
巡
礼
で
き
る
よ
う
に
配
列
さ
れ
て
い
る
と
思
し
い
。

　

こ
の
巡
礼
の
発
生
に
つ
い
て
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
川
村
利
勝
氏
の
『
観
音
霊
場
史
跡
の
旅 

伊
勢
西
国
三
十
三
ヶ
所
案
内
記
』（
昭
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三
五

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

和
五
十
七
年
刊
、
以
下
『
案
内
記
』
と
略
称
）
に
は
、『
伊
勢
順
礼
案
内
記
』
な
る
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
む
か
し
む
か

し
勢
陽
安
野
津
に
道
源
と
い
へ
る
桑
門
あ
り
。
此
神
風
の
う
ち
に
不
思
議
の
霊
仏
数
多
有
り
。
何
卒
順
礼
を
草
蒼
せ
ん
と
二
見
方
江
寺
を
始

と
し
三
十
三
所
を
三
十
三
番
迄
そ
の
次
々
を
極
順
廻
す
（
中
略
）
寛
保
元
年
辛
酉
炎
夏
龍
集
」
と
し
て
、
以
下
三
十
三
ヶ
所
の
観
音
霊
場
寺

院
名
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
諸
寺
院
は
、
横
山
家
蔵
『
巡
礼
記
』
の
記
す
諸
寺
院
と
全
て
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
伊

勢
の
観
音
巡
礼
は
、
年
次
不
詳
な
る
も
か
つ
て
安
野
津
に
い
た
道
源
な
る
僧
侶
が
創
始
し
た
も
の
で
、
江
戸
中
期
の
寛
保
元
年（
一
七
四
一
）

に
は
そ
の
構
成
寺
院
が
定
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
も
伊
勢
観
音
巡
礼
は
存
続
し
て
お
り
、
そ
の
構
成
寺
院
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
そ
れ
と
は
多
生
出
入
り
が
あ
る
が
、
総
じ
て
観
音

霊
場
に
は
古
代
・
中
世
以
来
の
顕
密
寺
院
（
天
台
宗
・
真
言
宗
な
ど
）
が
多
く
、
嶮
し
い
山
岳
に
壮
麗
な
伽
藍
を
建
造
し
て
い
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。
事
実
、
伊
勢
観
音
霊
場
を
構
成
す
る
諸
寺
院
の
中
に
も
、
そ
う
し
た
大
寺
は
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
お
り
、
各
種
文
化
財
の
所

蔵
も
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
『
巡
礼
記
』
を
片
手
に
改
め
て
そ
う
し
た
霊
場
を
ま
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
「
観
音
の

里
」「
か
く
れ
里
」
の
魅
力
が
再
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
後
『
巡
礼
記
』
の
内
容
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
上
で
翻
刻
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
に
、『
巡
礼
記
』
を
史

料
と
し
て
公
開
し
翻
刻
の
機
会
を
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
者
・
横
山
陽
二
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

番
　
　

道
中

宮
川
か
ら
二
見
へ
三
里
。
川
崎
・
二
軒
茶
屋
経
由
。

1

大
江
寺

現
二
見
町
江
の
潮
音
山
太
江
寺
（
真
言
宗
醍
醐
派
）、
本
尊
は
千
手
観
音
坐
像
（
重
文
）。
古
く
は
江
寺
と
い
う
。『
勢
陽
雑
記
』
に
伊
勢
順
礼

の
第
一
番
札
所
と
さ
れ
る
。
坂
士
仏
の
『
参
詣
記
』
に
も
記
載
さ
れ
る
。

　
　

道
中

二
見
か
ら
朝
熊
嶽
へ
百
丁
。

2

観
音
寺

十
一
面
観
音
。
勝
峰
山
観
音
寺
。
金
剛
証
寺
に
遷
座
し
た
と
い
う
。
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三
六

　
　

道
中

万
金
丹
店
よ
り
鳥
羽
へ
五
十
丁
。

3

松ま
つ
の
お尾

寺

十
一
面
観
音
。
龍
池
山
松
尾
寺
。
現
伊
勢
市
楠
部
。

　
　

道
中

4

長
命
寺

正
観
音
。
神
鼓
山
長
命
寺
。
廃
寺
。
鼓
岳
と
林
崎
の
間
、
慶
光
院
の
北
西
と
い
う
。

　
　

道
中

黒
門
に
出
て
蓮
台
寺
村
ま
で
十
町
。

5

蓮
台
寺

正
観
音
。
鼓
嶽
山
蓮
台
寺
。
奥
に
滝
あ
り
。

　
　

道
中

豊
の
文
庫
、
岩
戸
坂
経
由
で
、
下
中
（
現
宮
町
）
の
不
動
院
へ
。

6

世
義
寺

十
一
面
観
音
。
修
験
宗
。
神
明
山
不
動
院
。

　
　

道
中

尼
が
辻
ま
で
四
丁
、
そ
れ
よ
り
越
坂
寺
町
ま
で
三
丁
。

7

実
性
寺

十
一
面
観
音
。
真
龍
山
実
性
寺
。
廃
寺
、
宝
林
寺
（
度
会
郡
御
薗
）
に
遷
座
。

　
　

道
中

月
読
宮
、
山
田
の
町
、
す
じ
か
い
橋
よ
り
宮
川
上
の
渡
し
を
経
由
し
て
田
丸
口
へ
出
る
。

8

田
宮
寺

十
一
面
観
音
。
富
向
山
田
宮
寺
（
現
玉
城
町
）。

　
　

道
中

原
村
を
経
由
し
て
国
束
へ
。

9

国く
づ
か
じ

束
寺

十
一
面
観
音
。
天
台
宗
。
湧
福
知
山
。
戦
後
山
上
か
ら
麓
の
平ひ

ろ
お生

に
移
転
。
景
色
よ
し
。

　
　

道
中

西
原
野
か
ら
高
野
道
を
行
き
、
さ
な
へ
。

10

金
剛
座
寺

如
意
輪
観
音
。
天
台
宗
。
摩
尼
山
金
剛
座
寺
。「
佐
那
の
金
剛
山
」。
多
気
町
神
坂
。

　
　

道
中

山
上
の
峯
よ
り
相
可
・
伊
沢
が
見
え
る
。
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三
七

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

11

近
長
谷
寺

十
一
面
観
音
。
真
言
宗
。
丹
生
山
長
谷
寺
。「
丹
生
の
は
せ
」。
多
気
町
長
谷
。

　
　

道
中

脇
に
道
が
あ
り
、
先
で
二
つ
に
分
岐
、
左
へ
下
る
こ
と
十
八
丁
、
高
野
街
道
で
あ
る
。

12

神
宮
寺

十
一
面
観
音
。
真
言
宗
。
丹
生
山
神
宮
寺
。「
丹
生
の
大
御
堂
」。

　
　

道
中

丹
生
・
伊
沢
・
松
坂
・
月
本
・
久
居
を
経
て
、
木
造
川
の
舟
渡
あ
り
。

13

長
谷
寺

十
一
面
観
音
。
近
田
山
長
谷
寺
。「
ち
か
た
は
せ
」。

　
　

道
中

五
軒
茶
屋
を
経
て
津
の
寺
町
西
来
寺
へ
。

14

観
音
寺

正
観
音
。
真
言
宗
。
恵
日
山
観
音
寺
。「
津
の
大
御
堂
」。「
国
府
の
阿
弥
陀
」
あ
り
。

　
　

道
中

塔
世
橋
か
ら
四
天
王
寺
参
詣
。
一
身
田
・
極
楽
橋
を
経
て
今
井
へ
。

15

観
音
寺

十
一
面
観
音
。
真
言
宗
。
今
井
山
観
音
寺
。
庵
芸
郡
今
井
村
。

　
　

道
中

小
川
・
上
野
・
寺
家
を
経
て
白
子
へ
。

16

観
音
寺

白
衣
観
音
。
真
言
宗
。
白
子
山
観
音
寺
。
不
断
桜
の
名
木
あ
り
。

　
　

道
中

白
子
か
ら
神
戸
（
現
鈴
鹿
市
）
ま
で
一
里
半
。

17

林
光
寺

千
手
観
音
。
金
井
山
林
光
寺
。

　
　

道
中

神
戸
よ
り
西
条
・
三
日
市
・
算
所
を
経
て
国
府
（
現
鈴
鹿
市
）
に
至
る
。

18

附
南
寺

千
手
観
音
。
真
言
宗
。
補
陀
山
附
南
寺
。
国
府
の
阿
弥
陀
の
秘
仏
。
国
府
の
う
え
寺
。

　
　

道
中

亀
山
道
か
ら
牛
お
ろ
し
、
松
林
を
経
て
阿
野
田
へ
。

19

安
養
寺

十
一
面
観
音
。
日
蓮
宗
。
阿
野
田
の
幡
間
山
安
養
院
、
今
慈
眼
寺
。
赤
尾
の
天
神
あ
り
。
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三
八

　
　

道
中

関
川
を
越
し
、
亀
山
城
下
を
通
り
住
山
へ
。

20

住
山
寺

十
一
面
観
音
。
黄
檗
宗
。
日
照
山
住す

み
や
ま山

寺
。

　
　

道
中

原わ
ら
び尾
へ
十
二
丁
。

21

宗
徳
寺

千
手
観
音
。
禅
宗
。
原
尾
の
青
龍
山
宗
徳
寺
。「
わ
ら
び
の
う
ち
山
」

　
　

道
中

原
尾
川
を
越
え
、
野の

の
ぼ
り登

迄
二
里
で
あ
る
。

22

野
登
寺

千
手
観
音
。
真
言
宗
。
鶏
足
山
野
登
寺
。

　
　

道
中

大
杉
・
御
池
・
北
坂
を
下
り
、
上
野
・
北
畑
を
経
て
高こ

う
じ神
山
へ
。

23

観
音
寺

十
一
面
観
音
。
真
言
宗
。
高
神
山
の
紅
葉
山
観
音
寺
。

　
　

道
中

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
陵
に
参
詣
。
石
薬
師
・
三
重
川
を
越
え
て
垂た

る
さ
か坂
へ
。

24

観
音
寺

千
手
観
音
。
天
台
宗
。
垂
坂
山
観
音
寺
。
元
三
大
師
の
木
像
あ
り
。

　
　

道
中

坂
部
・
朝
明
川
を
越
え
て
尾
高
へ
。
菰
野
往
還
よ
り
湯
山
へ
行
く
も
可
。

25

引い
ん
じ
ょ
う接

寺

千
手
観
音
。
尾
高
山
引
接
寺
。
観
音
堂
ば
か
り
に
て
無
住
で
あ
る
。

　
　

道
中

杉
谷
へ
半
里
。

26

観
音
寺

十
一
面
観
音
。
禅
宗
。
杉
谷
の
久
国
山
観
音
寺
。

　
　

道
中

田
口
・
宇
賀
・
石
ぐ
れ
・
丹
生
河
よ
り
員
弁
川
を
越
え
、
八
田
を
経
て
坂
本
へ
。

27

聖し
ょ
う
ぼ
う
じ

宝
寺

禅
宗
。
千
手
観
音
。
坂
本
の
鳴な

く
た
に谷

山
聖
宝
寺
。
庭
よ
し
。

　
　

道
中

大
垣
内
に
戻
り
、
員
弁
川
を
越
え
、
瀬
木
村
を
通
り
、
飯い

ぐ
ら倉

へ
。
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三
九

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

28

地
高
寺

千
手
観
音
。
禅
宗
。
飯
倉
山
地
高
寺
。

　
　

道
中

上あ
げ
き木

を
経
て
、
世
古
泉
村
へ
。

29

多お
お
い井

寺

千
手
観
音
。
穴あ

な
お太

山
多
井
寺
。

　
　

道
中

星
川
へ
半
道
。

30

安
渡
寺

十
一
面
観
音
。
真
言
修
験
。
星
河
山
安
渡
寺
。

　
　

道
中

桑
名
入
口
へ
一
里
半
。
多
度
へ
は
半
道
（
半
里
）
余
り
。

31

勧
学
寺

千
手
観
音
。
真
言
修
験
。
走は

し
り
ざ
ん

井
山
勧
学
寺
。
桑
名
郡
矢
田
村
。

　
　

道
中

東ひ
が
し
が
た方

村
を
経
て
下し

も
ふ
か
い
べ

深
井
部
村
ま
で
五
十
丁
。

32

飛ひ
ち
ょ
う鳥

寺

十
一
面
観
音
。
雨
尾
山
飛
鳥
寺
。

　
　

道
中

山
を
下
り
、
深
井
部
へ
戻
り
、
野
代
の
虚
空
蔵
に
参
詣
。
多
度
川
を
越
え
多
度
へ
。

33

法
雲
寺

十
一
面
観
音
。
多
度
山
法
雲
寺
。
愛
宕
権
現
あ
り
。
多
度
神
社
へ
参
詣
。

※
一
般
的
に
一
里
＝
三
十
六
町
、
一
町
（
丁
）
＝
六
十
間
＝
三
百
六
十
尺
＝
約
一
〇
九
米
な
ど
と
さ
れ
る
。

【
翻
刻
】

凡
例

一
、
通
行
の
字
体
を
使
用
す
る
。

一
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
句
読
点
を
施
し
た
。
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四
〇

一
、
改
行
・
濁
点
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。

一
、
片
仮
名
の
振
り
仮
名
は
原
本
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
検
索
の
便
を
は
か
る
べ
く
、
各
巡
礼
地
の
間
を
一
行
空
け
る
こ
と
と
し
た
。

一
、
原
文
の
割
注
は
〈　

〉
に
入
れ
て
示
し
た
。

「
楽
胥
堂
」（
陽
刻
）
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記　

楽
胥
堂
横
山
氏　
「
大
平
幸
民
」（
陽
刻
）・「
維
中
」（
陰
刻
）

（
表
紙
）

伊
勢
三
十
三
所
観
音
巡
礼　
「
楽
胥
堂
」（
陽
刻
）

宮
川
よ
り
二
見
へ
三
リ
。

　

但
川
崎
へ
壱
リ
半
、
二
軒
茶
や
へ
八
丁
。

　
　

此
所
川
崎
よ
り
月
本
と
云
よ
り
第
三
番
松
尾
へ

　
　

参
り
て
よ
し
。
尤
案
内
頼
て
よ
し
。
五
十
文
。
松
尾
ニ

　
　

二
ツ
池
有
。
松
尾
よ
り
黒
瀬
へ
六
丁
、
黒
瀬
よ
り

　
　

塩
合
、
川
船
賃
六
文
。
是
よ
り
二
見
へ
三
十
丁
と
云
。

　

立
石
、
宿
屋
有
。

　

二
見
浦
、
立
石
、
立
石
村
よ
り
大
江
□（
ま
て
）□
十
二
丁
と
云
。

第
一
番

度
会
郡二

見
ノ
江
で
ら
、
禅
曹
洞
宗
。
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四
一

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　

千
手　

潮
音
山　

大
江
寺
。

是
よ
り
あ
さ
ま
が
嶽
へ
百
丁
。

　

立
石
村
よ
り
三ミ

ツ津
村
、
左
朝ア
サ
マ熊
道
、
村
を
出
て

　

右
ノ
方
ニ
浜
荻
、
今
ハ
田
ノ
中
ニ
少
し
有
。

　

あ
ま
の
釣
舟
、
川
舟
わ
た
し
、
二
見
よ
り
朝
熊
村
へ
五

　

十
丁
、
宿
屋
多
く
町
長
し
。
上
り
坂
二
十
二
丁
、

　

坂
ノ
上
茶
や
有
。
休
泊
共
よ
し
。
遠
景
無
双
、
奥

　

の
院
迄
八
丁
。

二
番　

朝
熊
嶽

　
　

十
一
面　

勝
峰
山　

観
音
寺

　

本
堂
虚
空
蔵
、
奥
ノ
院
地
蔵
、
参
詣
所
多
し
。

　

万
金
丹
店
向
よ
り
鳥
羽
へ
五
十
丁
、
本
坊
よ
り
」（
1
オ
）

　

も
鳥
羽
道
有
。
万
金
丹
よ
り
磯
部
へ
二
リ
半
、
内
山

　

坂
六
十
丁
下
り
、
夫
よ
り
磯
部
迄
四
十
丁
也
。
御
師
ニ
泊

　

り
て
よ
し
。

　

磯
部
二
社
〈
伊
雑
皇
太
神
宮
ト
云
〉、
磯
部
村
よ
り
八
丁
。

　

磯
部
よ
り
宇
治
へ
百
五
十
丁
、
内
十
丁
程
行
、
ゑ
び
（
り
カ
）は
ら
村
へ

　

よ
り
鸚ア
フ
ム鵡

石
へ
案
内
頼
行
べ
し
。
四
十
丁
ほ
ど
行
て
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四
二

　

屋
た
て
の
茶
屋
有
。
む
し
ろ
戸
、
三
ツ
わ
の
釜
、
筵
敷
候
事

　

上
代
の
い
わ
れ
有
、
可
レ
聞
。
是
よ
り
内
宮
へ
百
丁
。
や
た
て

　

の
茶
屋
よ
り
猿
田
彦
太
神
宮
の
御
山
へ
上
り
可
レ
参
、
御
山

　

を
下
り
、
四
十
八
瀬
川
、
一
ツ
の
川
を
数
十
度
渡
る
な
り
。

　

中
ほ
ど
に
茶
や
有
。
大
山
の
神
よ
り
宇
治
御
祓
町
へ
下
る
。

内
宮

　

宇
治
橋
を
渡
り
、
三
番
の
松
尾
へ
一
リ
半
、
朝
熊
よ
り

　

直
に
下
り
参
候
て
も
道
遠
し
。
周
て
川
崎
よ
り

　

参
り
還
に
寄
る
也
。

三
番　

ま
つ
の
尾
て
ら

　

十
一
面　

龍
池
山　

松
尾
寺　

二
ツ
池
あ
り
。

四慶
光
院
の
北
西

番

う
ぢ
の
長
命
寺

　

正
観
音　

神
鼓
山　

長
命
寺

　

是
よ
り
黒
門
へ
出
、
蓮
台
寺
村
へ
十
町
、
左
へ
左
へ
と
行
べ
し
。」（
1
ウ
）

五
番

　
　

正
観
音　

鼓
嶽
山　

蓮
台
寺

299



四
三

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　

寺
よ
り
五
丁
、
奥
ニ
滝
有
。

　

外
宮
へ
十
五
丁
。
せ
ぎ
寺
、
寺
ハ
あ
れ
ど
も
、
今
ハ

　

下
中
の
郷
、
不
動
院
と
尋
ぬ
べ
し
。
豊ト
ヨ

の
文
庫

　

の
き
わ
へ
出
、
岩
戸
坂
の
下
へ
出
。

外
宮

　

是
よ
り
下
中
の
郷
へ
四
丁
。

六
番　

せ
ぎ
で
ら　

修
験
宗

　
　

十
一
面　

神
明
山　

不
動
院

　

是
よ
り
町
次
、
尼
が
辻
ま
で
四
丁
、
夫
よ
り
越ヲ
ツ
サ
カ坂

　

寺
町
迄
三
丁
、
大ヲヽ

ミ
ナ
ト湊
神カミ
ヤ
シ
ロ社
道
。

七
番　

お
つ
坂
寺
町　

十
一
面
堂

　
　

十
一
面　

真
龍
山　

実
性
寺

　

是
よ
り
三
丁
ほ
ど
行
、
月
読
ノ
宮
へ
参
り
、
山
田

　

の
町
を
通
り
、
す
じ
か
ひ
橋
よ
り
宮
川
上
ノ
渡
し
、

　

田
丸
口
へ
出
、
三
十
丁
也
。
舟
渡
し
川
向
、
川
ば
た

　

と
云
宿
屋
有
。
上
地
村
へ
二
十
五
丁
、
夫
よ
り
田
丸
へ

　

二
十
五
丁
、
田
丸
城
有
。
町
よ
し
。
宿
屋
よ
し
。
夫
」（
2
オ
）
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四
四

　

よ
り
田
宮
寺
村
へ
半
道
。

八
番　

田
丸
の
田
宮
寺

　
　

十
一
面　

富
向
山　

田
宮
寺

　

是
よ
り
東
原ハ
ラ

村
へ
五
十
丁
。
か
の
ゝ
松
原
と
い
ふ

　

松
原
を
通
り
、
熊
野
道
也
。
原
村
ニ
宿
屋
有
。

　

角
屋
幸
介
ニ
宿
。
原
村
よ
り
く
づ
か
へ
五
十
丁
、
内
坂

　

十
八
丁
。

九
番　

原
村
ノ
地
内
也　

天
台
宗

　
　

十
一
面　

涌
福
知
山　

国ク
ヅ
カ束
寺

　

是
よ
り
西
原
村
へ
下
り
二
里
、
小
坂
有
。
よ
く
〳
〵
尋

　

と
い
合
行
べ
し
。
さ
な
村
へ
一
リ
半
、
但
し
東
原
村
へ

　

戻
り
て
行
が
よ
し
。
国
束
山
の
上
景
よ
し
。
松
坂

　

黒
部
浦
等
ミ
ゆ
る
。
東
原
村
へ
戻
り
、
西
原
野

　

中
村
ニ
熊
野
・
高
野
わ
か
れ
道
有
。
高
野
道
を

　

行
。
さ
な
・
仁
田
村
、
河
原
茶
屋
・
宿
有
。
東
原
よ
り

　

五
十
丁
合
し
て
三
リ
半
也
。
往
還
よ
り
八
丁
入
坂

　

有
。
景
よ
し
。
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四
五

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

十
番
多
気
郡さ

な
の
こ
ん
が
う
さ
ん

　
　

如
意
輪
天
台
宗摩
尼
山　

金
剛
座
寺
」（
2
ウ
）

　

桜
の
名
木
有
。
楠
十
一
か
い
有
木
あ
り
。
本
堂

　

の
脇
よ
り
山
ご
へ
一
リ
ほ
ど
、
よ
く
尋
行
べ
し
。

　

ミ
ね
に
て
右
に
相ア
フ
カ可

・
伊
沢
見
ゆ
る
。

十
一
番

飯
高
郡丹
生
の
は
せ　

真
言
宗

　
　

十
一
面　

丹
生
山　

近
長
谷
寺

　

名
木
等
あ
り
。
景
よ
し
。
堂
の
脇
よ
り
道

　

有
。
先
に
て
二
ツ
に
分
る
。
左
へ
下
り
十
八
丁
、
丹
生

　

町
、
高
野
街カ
イ
ド
ウ道

也
。

十
二
番　

に
う
の
大
御
堂　

真
言
宗

　
　

十
一
面　

丹
生
山　

神
宮
寺

　

弘
法
大
師
入
唐
以
前
の
草
創
也
。
四
十
九
谷

　

有
と
い
ふ
。
奥
に
太
神
宮
の
末
社
二
社
あ
り
。

　

是
よ
り
十
三
番
近
田
の
は
せ
・
お
が
わ
ち
・
よ
こ
だ
け
・

　

あ
ざ
か
・
お
が
わ
・
す
が
ぜ
・
久
居
・
田
中
・
は
せ
迄
七
リ
。

　

此
道
小
河
多
キ
ゆ
へ
、
大
雨
に
ハ
難
義
な
り
。
松
坂
へ
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四
六

　

出
て
よ
し
。

　

先
丹
生
よ
り
中
か
い
道
へ
出
、
松
坂
へ
四
リ
と
云
。
丹
生

　

よ
り
少
し
行
、
と
う
げ
と
云
有
。
つ
る
へ
行
、
宿

　

も
有
。
松
坂
へ
行
也
。
又
相
可
・
伊
沢
へ
寄
バ

　

半
道
も
廻
り
の
よ
し
。」（
3
オ
）

　

丹
生
よ
り
あ
ひ
ば
・
三
疋
田
・
四
疋
田
・
相ア
フ
カ可
迄

　

二
リ
、
川
舟
こ
し
、
伊
沢
。
此
所
に
天
台
蓮
生

　

寺
有
。
伊
沢
よ
り
松
坂
へ
二
リ
、
松
坂
よ
り

　

月
本
へ
二
リ
、
月
本
よ
り
久
居
へ
二
リ
、
川
原
木コ
ツ
ク
リ造

　

川
舟
渡
し
。
木
造
堤
・
桃
林
通
り
、
牧
村
久

　

居
御
屋
敷
あ
り
。
田
中
村
へ
一
リ
、
し
ぶ
く
ろ
・
は

　

せ
へ
一
リ
、
丹
生
よ
り
八
リ
半
也
。

　

又
松
坂
よ
り
三
リ
、
西
飯イ

ブ

タ
福
田
村
、
国
峰
山
飯
福

　

田
寺
有
。
い
ぶ
た
山サ
ン
ゼ
フ上

と
い
ふ
行ゲ
フ
バ場

有
。

十
三
番

安
濃
郡ち
か
た
は
せ　

　
　

十
一
面　

近
田
山　

長
谷
寺

　

是
よ
り
津
へ
二
リ
、
は
せ
よ
り
五
軒
茶
や
へ
一
リ
、

　

南
河カ
フ
ヂ路

へ
八
丁
、
津
へ
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四
七

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　

寺
町
西
来
寺
へ
参
り
。

十
四
番　

津
の
大
御
堂

　
　

正
観
音
真
言
宗恵

日
山　

観
音
寺

　

寺
中
に
国
府
の
阿
弥
陀
有
。
塔
世
橋
へ
出
、
四
天
王
寺
へ

　

参
。
上カ
ウ
ヅ津

部ヘ

田タ

通
り
近
道
也
。
津
よ
り
今
井
へ
五
十
丁
余
。

　

一
身
田
へ
参
、
極
楽
橋
へ
出
、
今
井
へ
八
丁
。

十
五
番　

庵
芸
郡　

今
井
村

　
　

十
一
面
真
言
宗今

井
山　

観
音
寺
」（
3
ウ
）

　

白
子
へ
二
リ
半
、
小
川
・
上
野
・
寺
家
。

　

但
今
井
よ
り
谷
、
田タ
バ
タ端
・
高タ
カ
サ佐
・
北
黒
田
浄
光
寺
へ
参
、

　

一
リ
。
黒
田
よ
り
あ
か
ふ
・
上
野
へ
一
リ
。
上
野
よ
り
大ヲ
ヽ
ベ
ツ
ホ

別
保
・
磯
山
、
寺ジ

　

家ケ

へ
一
リ
。

十
六
番　

白
子
ノ
寺
家
村

　
　

白
衣
真
言
宗白
子
山　

観
音
寺

　

不
断
桜
の
名
木
有
。

　

白
子
・
打
越
・
玉
垣
・
矢ヤ
バ
セ橋

村
ニ
鎌
倉
権
五
郎
景
政
の
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四
八

　

古
跡
有
。
神
戸
へ
白
子
よ
り
一
リ
半
、
御
城
下
也
。

十
七
番

河
曲
郡か
ん
べ
の
は
や
し
で
ら

　
　

千
手　

金
井
山　

林
光
寺

　

神
戸
よ
り
西ニ
シ

条
・
三
日
市
・
算
所
、
夫
よ
り
野
、
松
林
。
十
八
番

　

の
道
し
る
し
有
。
又
左
右
ニ
大
道
あ
れ
ど
も
夫
ハ
無
用
。
是

　

ま
で
来
た
る
む
か
ふ
の
細
道
へ
行
。
其
先
ニ
小
橋
有
。
道
二
筋

　

有
。
左
の
田
の
方
へ
行
也
。

十
八
番
鈴
鹿
郡
国コ

フ府
の
う
へ
で
ら

　
　

千
手
真
言
宗
補フ

ダ陀
山　

附フ
ナ
ン南
寺

　

古
ハ
大
伽
藍
也
。
上
寺
山
と
云
所
に
有
。
今
の
寺
地
ハ
あ
ミ
だ

　

や
し
き
と
云
て
、
国
府
の
あ
ミ
だ
の
所
也
。
今
客
殿
ニ
こ
ふ
の

　

あ
ミ
だ
其
外
秘
仏
有
。

　

是
よ
り
あ
の
だ
へ
一
リ
也
。
国
府
本
郷
亀
山
道
へ
出
、
牛
お
ろ
し
、

　

松
林
よ
り
下
り
、
あ
の
堤
を
の
ぼ
り
、
向
ニ
菅ス
ガ
ハ
チ内
村
を
見
、
あ
の
だ

　

堤
へ
出
、
赤
尾
の
森
へ
出
て
よ
し
。
又
中
野
よ
り
あ
の
だ
へ
行
も
」（
4
オ
）

　

よ
し
。
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四
九

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

十
九
番　

阿
野
田
の
安
や
う
寺

　
　

十
一
番
日
蓮
宗
幡ハ
タ
マ間
山　

安
養
院
。
今
慈
眼
寺
ト
云

　

昔
ハ
は
た
ま
だ
に
と
い
ふ
所
に
有
。
今
ハ
寺
号
も
か
わ
り
て

　

森
と
い
ふ
せ
こ
に
あ
り
。
寺
の
う
し
ろ
、
す
わ
ら
の
清
水
が

　

上
と
い
ふ
所
に
め
ど
萩
有
。

　

赤
尾
の
天
神
へ
参
、
森
の
中
よ
り
西
堤
へ
出
、
関
川

　

を
こ
し
、
住
山
へ
一
リ
、
亀
山
御
城
下
羽は

若わ
か

・
住
山
、

　

又
ハ
亀
山
西
町
よ
り
市
ヶ
坂
通
り
行
バ
近
し
。

二
十
番　

す
ミ
や
ま
寺

　
　

十
一
面
黄

檗

宗
日
照
山　

円
福
寺

　

小
川
へ
三
十
丁
、
原ハ
ラ
ビ尾
へ
十
二
丁
。

二
十
一
番　

わ
ら
び
の
う
ち
山

　
　

千
手
禅

宗青
龍
山　

宗
徳
寺

　

是
よ
り
わ
ら
び
川
こ
へ
、
安
楽
村
・
池
山
村
ニ
野
登
寺
の
本       　

　

坊
有
。
坂
本
村
よ
り
上
り
坂
也
。
原
尾
よ
り
野
の
ぼ
り
迄
二
リ
、
内

　

三
十
余
町
坂
也
。
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五
〇

二
十
二
番　

野
の
ぼ
り

　
　

千
手
真
言
宗鶏
足
山　

野
登
寺

　

大
杉
・
御
池
・
北
坂
を
下
り
、
上カ
ミ

野
・
北
畑
・
原
村
へ
一
リ
半
、
川
を
こ
へ

　

野
を
通
り
、
高
神
山
へ
山
上
よ
り
三
リ
也
。

　

又
二
十
五
番
尾
高
へ
逆
ニ
行
に
ハ
、
野
登
よ
り
小ヲ

ギ

ス
岐
須
へ
一
リ
亦
二
十
三
丁
。」（
4
ウ
）

　

石
シ
ヤ
ク

大ダ
イ
ジ
ン神
屏
風
岩
へ
寄
て
よ
し
。
小
岐
須
よ
り
山
本
へ
八
丁
、

　

一
ノ
宮
へ
参
。
大
久
保
・
水
沢
・
こ
も
の
へ
出
て
よ
し
。

　

又
足
よ
わ
き
人
ハ
、
北
坂
険
岨
ゆ
へ
、
南
坂
を
坂
本
へ
戻
り
、

　

池イ
ケ
ヤ
マ山

・
安ア
ン
ラ
ク楽

・
原ハ
ラ
ビ尾

、
辺ヘ
ン

法
寺
村
不
動
院
、
景
清
の
守

　

本
尊
へ
参
、
川
崎
村
へ
出
、
お
ん
べ
川
を
こ
へ
、
広
瀬
村

　

高
神
山
へ
参
も
よ
し
。

二
十
三
番　

か
う
ぢ
山　

津
賀
村

　
　

十
一
面
真

言

宗
紅
葉
山　

観
音
寺

　

高
神
山
よ
り
笠
堂
。
日
本
武
尊
の
白
鳥
の
陵
へ
参
。

　

上
田
へ
か
ゝ
り
、
石
薬
師
へ
一
リ
、
小
谷
村
よ
り
入
、
南
小

　

松
・
北
小
松
・
貝カ
イ
ゲ下
・
波ハ

ギ木
・
西
日
野
。
夫
よ
り
山
を
こ
へ
て

　

松
本
・
大
井
手
・
三
重
川
を
こ
へ
、
い
く
わ
・
東
坂
部
よ
り

　

山
を
こ
へ
垂
坂
へ
行
也
。
坂
部
ハ
四
日
市
よ
り
菰
野
へ
の
往
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五
一

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　

還
な
り
。
大
井
手
も
同
断
也
。

　

又
海
道
筋
を
石
薬
師
よ
り
四
日
市
・
あ
く
ら
川
村
よ
り

　

入
て
垂
坂
迄
、
高
神
山
よ
り
四
リ
半
也
。

二
十
四
番　
た
る
さ
か

朝
明
郡
垂
坂
村

　
　

千
手
天

台

宗
垂
坂
山　

観
音
寺

　

元
三
大
師
の
影
有
。
木
像
也
。

　

是
よ
り
東
坂
部
迄
戻
り
、
西
坂
部
・
赤ア
コ
ヅ水
・
下
村
・
竹

　

成
・
朝
明
川
を
こ
へ
、
杉
谷
村
の
出
里
め
う
か
と
い
ふ
所
よ
り

　

尾
高
へ
野
を
の
ぼ
る
也
。
杉
谷
迄
三
リ
半
也
。」（
5
オ
）

　

又
菰
野
湯
山
へ
行
に
ハ
、
た
る
坂
よ
り
西
坂
部
、
是
よ
り
菰
野

　

往
還
也
。
江
村
・
黒
田
・
三
重
川
を
こ
へ
、
福
村
・
菰
野
へ

　

三
リ
也
。
菰
野
、
御
屋
敷
有
。
湯
山
へ
二
リ
、
宿
や
・
問
屋

　

有
。
湯
元
よ
り
千
草
へ
一
リ
半
、
尾
高
へ
半
道
余
り
。

　

又
菰
野
よ
り
尾
高
へ
行
ニ
ハ
、
三
重
川
こ
へ
、
土ド

山
・
音
羽
・
福

　

松
・
奥
江
・
朝
明
川
を
こ
へ
、
苗ミ
ヤ
ウ
カ鹿
よ
り
野
を
登
る
。
菰
野
よ
り
尾
高
迄
二
リ
。

二
十
五
番　

朝
明
郡　

す
ぎ
谷
の
お
だ
か

　
　

千
手　

尾
高
山　

引イ
ン
ゼ
ウ接

寺
観
音
堂
計
ニ
て
無
住
也
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五
二

　

す
ぎ
谷
へ
半
リ
、
野
中
ニ
杉
谷
道
有
。

二
十
六
番　

す
ぎ
た
に

　
　

十
一
面
禅

宗久
国
山　

観
音
寺

　

田タ
ビ
カ光

・
田
口
・
宇
賀
の
東
を
通
り
、
石
ぐ
れ
・
丹
生

　

河
よ
り
員
弁
川
を
こ
へ
八ハ
ツ
タ田
へ
、
杉
谷
よ
り
二
リ
。
八
田
よ
り

　

東ト
ウ
ゼ
ン
ジ

前
寺
・
上カ
ミ
ノ
ジ
リ

野
尻
・
大ヲ
ヽ
ガ
イ
ト

垣
内
・
坂
本
へ
、
八
田
よ
り
二
リ
。

　

合
し
て
四
リ
也
。

二
十
七
番　

さ
か
も
と
の
な
く
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

員
弁
郡
坂
本
村

　
　

千
手
禅

宗鳴
谷
山　

聖セ
ウ
ホ
ウ宝
寺

　

庭
の
景
よ
し
。
是
よ
り
大
垣
内
迄
戻
り
、
下
野

　

尻
村
・
い
な
べ
川
こ
へ
、
瀬
木
村
の
前
を
通
り
、
飯イ
グ
ラ倉

　

村
の
入
口
ニ
川
有
。
坂
本
よ
り
一
リ
。」（
5
ウ
）

二
十
八
番　

い
ぐ
ら

　
　

千
手
禅

宗飯
倉
山　

地
高
寺

　

此
所
よ
り
あ
げ
き
へ
八
丁
、
宿
有
。
桑
名
よ
り
時ト
キ

・
多
羅
・
多
賀
・
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五
三

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　

彦
根
へ
の
街カ
イ

道
也
。
あ
げ
き
よ
り
一
リ
十
丁
ば
か
り
。

　

笠
田
新
田
よ
り
十
丁
、
大
泉
新
田
・
北
山
田
・
六
羽
野
村

　

入
口
よ
り
南
へ
入
、
せ
こ
い
づ
ミ
村
。

二
十
九
番　

あ
な
ほ
の
お
ほ
ゐ
だ
う

　
　

千
手　

穴ア
ナ
ホ太

山　

多
井
寺

　

但
あ
な
を
の
お
ほ
ゐ
堂
と
云
て
ハ
し
れ
が
た
し
。
世
古

　

泉
村
穴
太
山
多
井
寺
と
尋
べ
し
。

　

是
よ
り
星
川
へ
半
道
也
。
北
あ
な
を
村
の
堤
を
通
り
、

　

谷
川
二
ツ
こ
へ
、
か
れ
川
村
・
星
河
村
。

三
十
番　

ほ
し
か
わ

　
　

十
一
面
真
言
修
験

星
河
山　

安
渡
寺

　

桑
名
入
口
へ
一
リ
半
。
但
逆
ニ
多
度
へ
参
ニ
ハ
二
リ
也
。

　

星
川
よ
り
力
尾
へ
一
リ
、
猪イ
カ
イ飼

へ
十
丁
余
、
山
こ
へ
て
多

　

度
へ
半
道
余
也
。

三
十
一
番　

は
し
り
ざ
ん

　
　
　
　
　
　
　

桑
名
郡　

矢
田
村
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五
四

　
　

千
手
真
言
宗走
井
山　

勧
学
寺
」（
6
オ
）

　

是
よ
り
東
が
た
村
へ
八
丁
余
、
下シ
モ
フ
カ
イ
ベ

深
谷
部
村
へ
五
十
丁
程
、

　

お
く
じ
よ
へ
八
丁
余
、
山
の
上
に
有
。
尋
べ
し
。

三
十
二
番　

ふ
か
い
べ
の
あ
め
の
を

　
　

十
一
面　

雨
尾
山　

飛ヒ
テ
ウ鳥
寺

　

雨
尾
山
よ
り
下
ふ
か
い
べ
へ
戻
り
、
野ノ
シ
ロ代
へ
一
リ
、
虚

　

空
蔵
へ
参
。
野
代
神
社
東
ノ
田
ノ
中
に
森
見
ゆ
る
。

　

ひ
じ
へ
村
・
戸
津
村
・
多
度
川
を
こ
へ
、
茶
や
・
宿
□（
有
）。

野
代   

※
「
戸
津
村
」
の
「
津
」
に
濁
点
有
。

　

よ
り
一
リ
、
合
し
て
二
リ
也
。
又
野
代
よ
り
山
を
下
り
谷
へ

　

お
り
、
ミ
そ
の
村
へ
行
バ
一
リ
也
。
子
共
案
内
ニ
頼
べ
し
。

三
十
三
番　

た
ど
の
わ
し
の
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
度
村

　
　

十
一
面　

多
度
山　

法
雲
寺

　

峰
ニ
愛
宕
権
現
有
。
遠
景
よ
し
。

　

多タ

ド度
神
社　

両
神
主
あ
り
て
大
社
也
。

　
　

末
社
一イ
チ
モ
ク
レ
ン

目
連
・
一
ヒ
ト
コ
ブ
シ拳

大
明
神
あ
り
。

　
　
　

五
月
五
日
、
や
ぶ
さ
め
祭
あ
り
。
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五
五

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

右
者
、
鈴
鹿
郡
阿
野
田
村
豊
田
氏
順

礼
の
記
録
を
以
、
文
化
十
三
年
九
月
書
写

之
。」（
6
ウ
）

伊
勢
嶋
巡
覧
記

　
　
　

参
宮
名
所
図
会
よ
り
抄
出
す
「
楽
胥
堂
」（
陽
刻
）」（
7
オ
）

　
　
　

伊
勢
嶋
巡メ
グ
リ覧

一　

許コ
モ
リ
ノ

母
利
神
社　
　

松
下
村
海
際
高
キ
山
の

　
　

上
に
有
。
祭
神
、
粟
嶋
の
神
。
内
宮
摂
社
十

　
　

五
所
の
一
ツ
也
。

一　

神カ
フ
ザ
キ崎
山　
　

松
下
村
の
後
山
を
い
ふ
。
い
せ
記
ニ
、
西
行

　
　

法
師
の
侍
け
る
安
養
山
と
云
所
ニ
、
人
哥
よ

　
　

ミ
、
連
哥
な
ど
し
侍
し
時
、
海
辺
の
落
花

　
　

と
い
ふ
を

　
　
　

秋
を
や
く
神
崎
山
ハ
色
き
へ
て
あ
ら
し
の

　
　
　

末
に
海
士
の
藻
塩
火　
　
　
　

長
明

一　

神
前
神
社　
　

荒
ク
ワ
フ
サ
キ前

姫ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト命

、
則
地
主
神
也
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五
六

　
　

と
い
ふ
。
此
地
を
二
見
の
潜ク
ヾ

り
嶋
と
云
。
六
月
十
五
日

　
　

内
宮
の
神
人
十
人
御
浜
出
之
儀
式
有
。
此
時

　
　

江
村
の
里
人
寒ヒ
ヤ
ミ
ヅ水
を
献
ず
。
潮
音
山
大
江

　
　

寺
の
麓
、
亀
井
の
水
也
。

一　

祓ハ
ラ
イ
ザ
キ崎　
　

荒
崎
の
尾
崎
沖
へ
壱
丁
斗
り
つ
き

　
　

出
た
る
平
か
な
る
大
岩
也
。
俗
に
俎
マ
ナ
イ
タ

嶋
、
俎
岩
、

　
　

御
座
岩
と
も
い
ふ
。
満
汐
ニ
ハ
見
ヘ
ず
。
六
月
十

　
　

五
日
内
宮
の
神
人
十
人
、
御ヲ
ン
ベ贄

の
磯
菜
を
取
、」（
7
ウ
）

　
　

苞ツ
ト

ニ
し
て
か
へ
る
。
一
宇
田
村
若
の
山
と
い
ふ

　
　

所
ニ
て
刈
例
な
り
。

一　

笏
シ
ヤ
ク
タ
テ立

石　
　

右
の
傍
に
有
て
、
神
人
の
笏
を

　
　

お
く
所
也
。

一　

潜ク
ヾ

り
島　
　

は
な
れ
嶋
ニ
あ
ら
す
。
若
崎
の
尾
先

　
　

な
り
。
す
べ
て
岩
山
ニ
て
大
な
る
洞
穴
あ
り
。

　
　

く
ゞ
り
ぬ
け
る
故
に
な
づ
く
。
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五
七

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

一　

千チ
ヒ
ロ尋

の
浜　

千
尋
の
海
と
も
云
。
神
崎

　
　

く
ゞ
り
嶋
の
辺
を
云
。

　
　

後
撰

　
　
　

い
せ
の
海
千
ひ
ろ
の
浜
に
ひ
ろ
ふ
と
も

　
　
　

今
ハ
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
へ
き　
　
　

敦
忠
朝
臣

一　

伊イ

ケ気
浦　
　

山
を
浮
嶋
山
と
い
ひ
て
、
山
上
の

　
　

眺
望
よ
し
。
今
ハ
志
州
の
内
、
内
宮
領
松
下

　
　

村
の
東
に
有
て
、
山
中
へ
深
く
入
た
る
江
也
。

　
　

寒
中
ニ
ハ
鰡ボ
ラ

其
外
魚
多
く
集
る
事
あ
り
。

　
　

是
を
い
け
浦
の
た
て
と
云
て
、
極
月
正
月

　
　

漁
す
る
事
、
毎
年
し
か
り
。

　
　
　

松
の
吹
伊
気
の
浦
風
わ
た
る
ら
し
浪
に

　
　
　

た
ゝ
よ
ふ
う
き
嶋
の
山

一　

粟ア
ハ

皇ミ

コ子
社　
　

い
け
浦
に
坐イ
マ

す
祭
神
素ソ　

」（
8
オ
）

　
　

盞サ
ノ
ヲ烏
ノ
御ミ
タ
マ魂
為
る
命
。
内
宮
摂
社
二
十
四
座

　
　

の
内
也
。
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五
八

一　

阿
波ハ

ラ

ギ
良
岐
嶋　
　

俗
ニ
飛ト
ビ

嶋
と
云
。
潜
り
嶋
の

　
　

艮
ウ
シ
ト
ラ

十
丁
斗
り
に
有
。
是
よ
り
東
へ
廻
る
入
江
を

　
　

い
け
浦
と
い
ふ
。
又
神
崎
の
向
ひ
ニ
小
嶋
七
ツ

　
　

有
、
こ
れ
を
あ
ハ
ら
げ
と
い
ふ
。
其
所
ニ
草
木
の
生

　
　

ぬ
岩
有
、
是
を
毛
な
し
と
云
。
熱ア
タ
ミ
ノ海

神
船
子

　
　

の
哥
に

　
　
　

あ
ハ
ら
ぎ
や
嶋
ハ
七
嶋
そ
の
ほ
か
に
け
な
し

　
　
　

か
て
ゝ
ハ
八
嶋
な
り
け
り

一　

神
嶋　
　

飛
嶋
よ
り
東
北
三
里
斗
り
ニ
有
。
荒

　
　

海
に
て
舟
つ
き
が
た
し
。
さ
れ
ど
も
人
家
有

　
　

て
、
猟
師
す
め
り
。
嶋
中
の
洞
穴
ハ
伊
良
子
が

　
　

嶋
へ
通
じ
て
、
行
程
三
里
と
い
へ
り
。
又
内ウ
ツ
ミ海

の

　
　

野ノ

マ間
ト
云
嶋
、
飛
嶋
の
北
ニ
有
。
陶
器
を
焼
烟

　
　

常
ニ
見
ゆ
。

一　

深
瀬　
　

飛
嶋
と
火
打
嶋
と
の
間
を
い
ふ
。
汐
の

　
　

さ
し
引
の
瀬
に
て
甚
深
し
。
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五
九

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

一　

小ヲ

浜　
　

人
家
五
十
軒
余
有
。
大
船
多
泊
る

　
　

湊
な
り
。

一　

森
下　
　

小ヲ

浜
の
船
の
寄
所
を
い
ふ
。」（
8
ウ
）

一　

有
滝　
　

遠
浅

一　

由
曽
津　
　

嶋
三
ツ
有
。
俗
ニ
く
そ
つ
と
い
ふ
。

一　

宿
ヤ
ド
リ
ガ

浦　
　

花
岡
と
い
ふ
あ
ら
磯

一　

神コ
ウ

津
佐　
　

あ
ら
磯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
「
神
津
佐
」
の
「
津
」
に
濁
点
有
。

右
五
ヶ
所
、
風
汐
に
か
ま
ひ
な
く
船
が
ゝ
り

よ
し
。
迫ハ
サ
マ間

ま
で
の
内
に
獅
子
嶋
、
御
所
嶋
、

つ
ゞ
ら
小
嶋
、
あ
ま
さ
き
嶋
、
く
ら
嶋
有
。

一　

慥タ
シ
カ
ラ柄　
　

礫サ
ヽ
ニ
メ浦
、
相ア
フ
カ可
、
宿
浦
、
阿
曽
津
浦
、

　
　

こ
れ
皆
荒
磯
の
辺
り
に
有
て
、
遠
く
望
め
バ

　
　

只
な
ら
ぬ
い
ハ
ほ
の
山
、
そ
こ
こ
ゝ
に
幾
ら
と
も
な
く

　
　

重
り
、
面
白
さ
い
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
実
に
松
嶋

　
　

象
潟
に
ハ
勝
る
と
も
劣
事
な
し
。
心
有

　
　

人
の
見
過
す
所
に
ハ
あ
ら
じ
か
し
。

一　

日ヒ
ヨ
リ和

山　
　

鳥
羽
の
日
和
山
也
。
山
上
ニ
松
の
大
木
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六
〇

　
　

あ
り
。
其
下
ニ
一
亭
有
て
、
磁ジ
シ
ヤ
ク石
を
常
ニ
居
へ
た
り
。

　
　

舟
人
の
日
和
を
見
定
る
所
也
。
眼
下
の
浦
々

　
　

嶋
々
ハ
、
庭
中
の
泉
水
ニ
取
得
し
ご
と
く
、

　
　

し
か
も
限
り
な
き
江
海
大
な
る
き
わ
な
れ
バ
、
自
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ

佳

　
　

景
の
画
中
ニ
有
が
ご
と
し
。」（
9
オ
）

一　

佐
田
の
浜　
　

ひ
よ
り
山
よ
り
下
り
道
有
。
泊

　
　

船
多
き
所
な
れ
バ
、
う
か
れ
女
ど
も
の
棹
さ
し
て
、
夕

　
　

べ
〳
〵
の
浪
枕
繁
く
、
其
数
さ
へ
も
見
る
に
興

　
　

有
。
仏
石
並
び
立
、
弘
法
の
九
耀ヨ
ウ
マ
ン曼

陀ダ

ラ羅

　
　

石
二
ツ
あ
り
。
又
仏
嶋
と
て
海
中
ニ
立
り
。

一　

鳥
羽
浦　
　

浦
廻
り
の
嶋
々
ニ
ハ
あ
ら
ふ
浪

　
　

白
く
た
ち
、
漕
か
へ
る
大
小
の
舟
共
の
嶋
陰
に

　
　

帆
並
を
争
ひ
、
磯
辺
の
城
に
続
き
て
民

　
　

家
の
ふ
と
し
き
柱
、
大
な
る
甍
き
ら
め
き
、

　
　

交
易
し
げ
〳
〵
の
都
会
也
。
嶋
々
の
名
ハ
数

　
　

を
し
も
云
つ
く
さ
れ
ず
。
あ
る
ハ
大
嶋
桃
取
あ
く

　
　

し
け
ん
も
、
大
方
釜
雄ヲ

嶋
、
蠶カ
イ
コじ

ま
等
ハ
近
く

281



六
一

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　
　

て
見
る
所
也
。
手タ
フ
シ節

が
崎
は
遠
く
二
里
ば
か
り

　
　

東
北
に
有
て
、
七
里
四
方
也
。

　
　

万
葉
十
二

　
　
　

時
鳥
鳥
幡
の
浦
の
し
き
浪
の
し
バ
〳
〵
君
を

　
　
　

見
ん
よ
し
も
か
な

　
　
　

た
ち
は
き
の
た
ふ
し
が
崎
に
け
ふ
も
か
も
大
宮
人
の

　
　
　

玉
藻
刈
ら
ん

　
　
　
　

是
よ
り
陸
路
、
舟
津
、
岩
倉
、
白
木
、
五
智

　
　
　
　

等
を
経
て
磯
部
に
至
る
。

一　

波
賀
地
の
浜　
　

又
は
か
せ
共
云
。
伊
良
子
」（
9
ウ
）

　
　

鳥
羽
に
な
ら
べ
り
。
鰹
魚
を
と
る
所
也
。

　
　

山
家
集
西
行

　
　
　

い
ら
こ
嶋
に
鰹
釣
る
舟
並
び
浮
て
は
か
ち
の

　
　
　

浜
に
流
れ
て
そ
よ
る

一　

酢ス

ガ我
嶋　
　

一
名
夏
見
の
浦
。
鳥
羽
よ
り
東
南
二
リ
半

　
　

山
家
集

　
　
　

す
が
嶋
や
た
ふ
し
の
碁
石
分
か
へ
て
白
黒
ま
ぜ
よ
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六
二

　
　
　

浦
の
浜
風

　
　
　

す
が
嶋
や
夏
見
の
浦
に
寄
波
の
あ
い
だ
も
お
き
て

　
　
　

我
お
も
わ
な
く
に

一参

河

国伊
良
子
嶋　
　

鳥
羽
北
渡
海
二
十
里

　
　

万
葉

　
　
　

う
つ
麻
の
お
ミ
の
大
君
あ
ま
な
れ
や
い
ら
こ
が
嶋
の

　
　
　

玉
も
か
り
ま
す

　
　
　

波
も
な
し
い
ら
こ
か
し
ま
か
崎
に
漕
出
て
わ
れ
か
ら

　
　
　

つ
け
る
わ
か
め
刈
海
郎
」（
10
オ
）

一　

鸚
鵡
石　
　

宮
川
の
上
、
一
ノ
瀬
谷
中
村
と
云
所
ニ
有
。

　
　

宮
川
の
渡
場
よ
り
三
里
泝
サ
カ
ノ
ボ

り
、
川
口
と
云
人
家

　
　

有
。
此
所
西
ハ
大ヲ
ヽ
ス
ギ椙

谷
、
野
尻
、
三ミ

セ瀬
川
よ
り
流
れ

　
　

来
り
、
東
ハ
駒
が
野
川
一
の
瀬
よ
り
の
落
合

　
　

也
。
此
よ
り
駒
か
野
へ
三
リ
。
鸚
鵡
石
迄
ハ
す
べ
て
八
リ

　
　

と
い
へ
ど
も
、
山
路
難
所
ニ
し
て
、
春
の
一
日
も
暮
に
及
ぶ
。

　
　

船
ニ
て
往
来
す
れ
バ
労
少
し
。
又
下
り
ニ
ハ
急

　
　

流
な
れ
ば
尤
早
し
。
川
筋
絶
景
也
。
別
し
て
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六
三

菰
野
町
横
山
家
蔵
『
伊
勢
三
十
三
所
観
音
霊
地
巡
礼
記
』
の
翻
刻
と
解
題

　
　

駒
が
野
よ
り
上
ハ
巌
イ
ハ
ホ

聳ソ
ビ
ヘて

、
就
レ
中
中
村
の
南
、

　
　

能ノ

ミ見
坂
と
い
ふ
所
ハ
無
双
の
勝
景
ニ
し
て
、
松
嶋

　
　

に
劣
ら
ず
と
い
ふ
。
其
南
ニ
慥タ
シ
カ
ラ柄
、
阿
曽
な
ど
い
ふ

　
　

村
落
数
多
有
て
、
常
ニ
往
来
繁
く
、
山
田
の

　
　

市
中
へ
魚
荷
の
出
る
事
昼
夜
不
レ
絶
、

　
　

山
中
な
が
ら
魚
鼈
に
乏
し
か
ら
ず
。
又
旧
跡

　
　

あ
れ
ど
も
略
レ
之
。

　
　

響
石
ハ
山
の
半
腹
に
偃
然
た
り
。
高
サ
十
丈
斗
り

　
　

色
青
黒
し
。
其
右
手
百
間
斗
の
所
、
其
石
上
に

　
　

居
て
弦
哥
、
鼓
吹
、
言
語
す
る
に
、
其
音
声
、
石

　
　

中
に
物
有
て
応
答
す
る
が
ご
と
し
。」（
10
ウ
）

（
以
下
、
13
オ
ま
で
白
紙
）

阿
曽
浦
片
山
寺
へ
道
程
く
し
だ
よ
り
九
里
余

櫛
田
よ
り
半
リ
、
斎
宮
大
仏
よ
り
二
リ
、
田
丸
〈
天
神
前
・
大
坂
屋
〉
よ
り

四
リ
ニ
近
し
。
駒
が
野
〈
孫
六
〉
よ
り
三
リ
、
阿
曽

山
田
よ
り
一
リ
、
佐ソ
ウ
チ八
〈
入
り
口
ニ
茶
や
有
・
川
有
〉
よ
り
一
リ
半
、
川
口
よ
り
一
リ
ニ
近
し
。

栗
原
〈
ば
ゝ
茶
や
〉
よ
り
二
リ
ニ
近
し
。
駒
が
野
よ
り
一
リ
余
、
中
村
よ
り
〈
鸚
鵡
石
有
・
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六
四

九
五
郎
茶
や
有
〉
能ノ

ミ見
坂
〈
打
越
し
・
五
十
丁
遠
景
無
双
〉・
道
方
〈
渡
し
舟
・
賃
二
十
文
也
〉

阿
曽

　

田
丸
よ
り
阿
曽
へ
六
リ
斗
、
山
田
よ
り
阿
曽
へ
七
リ
斗

　

響
オ
ホ
ム

石セ
キ

、
能
見
坂
等
ハ
田
丸
よ
り
行
て
も
同
事
也
。
必

　

可
見
所
な
り
。」（
13
オ
）
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